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あらまし：電気通信大学プログラミング教室の問題点として，生徒数が増加し，講師間で生徒のプログラ

ミング学習履歴をデータとして共有することが困難だった．そこで本稿では，問題点解決を目的とした教

室管理システムについて報告する．本システムを活用することで，出席回数や教材進捗率を定量的な学習

履歴データとして共有でき，生徒カルテや授業毎の感想と SOAP を定性的な学習履歴データとして共有

できる．2020 年 6 月現在，退室生徒を含む小中高生 132 名の学習履歴データが蓄積されている．これら

を活用することで，講師間の連携による小中高生に最適なプログラミング学習支援，今後展開予定のオン

ラインプログラミング教室運営，生徒の退室を防ぐ授業改善等の Learning Analytics の実践が期待できる． 
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1. はじめに 
小中高生を対象としたプログラミング教室の需要

が高まっている．筆者らも，2016 年より電気通信大

学プログラミング教室（以下，当教室）を毎週日曜

日に実践している．2020 年 6 月現在，生徒数は 90
名で 210 回の教室を実施してきた．当教室の問題点

として，生徒のプログラミング学習履歴をデータと

して蓄積できておらず，生徒数が増えるに伴い講師

間で生徒の学習履歴を共有することが困難だった． 
そこで本研究では，講師間で生徒のプログラミン

グ学習履歴をデータとして蓄積し，共有することを

目的とした教室管理システム（以下，本システム）

の開発を行った．本稿では，本システムの概要と，

蓄積された学習履歴データの活用例について述べる． 
 
2. 既存の LMS の調査 
生徒の学習履歴を把握するシステムとして当初，

高等教育機関で多く利用されている LMS(Learning 
Management System)の Moodle を検討したが，小中高

生が使用するには容易ではない．先行研究の調査結

果，シンプルな特徴を持つオープンソース LMS の

iroha Board(1) を基に，GPL を遵守の上，当教室独自

カスタマイズを行うことで本システムを導入した． 
 
3. 教室管理システム 
3.1 生徒カルテ機能（定性的な学習履歴データ） 
 生徒カルテ機能では，生徒の顔写真，学年，入会

年月，担当講師，生徒の使用するコンピュータの OS，
受講時限，メールアドレスの情報を蓄積できる． 

 
図１ 生徒カルテ機能 

 
3.2 出欠把握機能（定量的な学習履歴データ） 
出欠把握機能では，生徒が登録した出欠履歴を授

業毎にグラフで可視化し，出席率を表示できる． 
 

 
図２ 出欠把握機能 
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3.3 教材進捗把握機能（定量的な学習履歴データ） 
教材進捗把握機能では，当教室で作成している

Python 教材とコンピュータサイエンス(CS)教材進捗

率，学習回数，最後学習日が記録される． 
 

 
図３ 教材進捗把握機能 

 
3.4 アンケート機能（定性的な学習履歴データ） 
アンケート機能では，担当講師，生徒が設定した

目標の達成可否，授業毎の生徒の感想を蓄積できる． 
 

 
図４ アンケート機能 

 
3.5 SOAP 蓄積機能（定性的な学習履歴データ） 
 SOAP とは，Subject，Object，Assessment，Plan の

4 項目に分けて患者の履歴を分析する手法である．

当教室では，本手法を生徒に適用し，講師が生徒の

学習履歴を分析し，授業毎に 4項目を記載すること

で，講師間で生徒の学習履歴の共有を行なっている． 

 
図５ SOAP形式蓄積機能 

 
4. 蓄積された学習履歴データの活用 
4.1 定量的な学習履歴データの活用 
現在，8 ヶ月にわたり蓄積された出席率と教材進

捗率のデータの関係を分析している．現段階では，

教室を退室する生徒の傾向が得られた場合，教室の

授業改善エビデンスとしての活用を期待している． 
4.2 定性的な学習履歴データの活用 

SOAP を活用することで，講師間の生徒の学習履

歴共有が可能になり，問題点解決の第一歩となって

いる．また，毎週の感想を見ることで，生徒の教室

満足度や教材の理解度の把握も可能になった．今後，

これらのデータに基づくプログラミング学習支援や

オンラインプログラミング教室の展開が期待できる． 
 
5. おわりに 
本稿では，電気通信大学プログラミング教室にお

ける教室管理システムについて報告した．2019 年 10  
月の運用開始から現在まで，132 名の小中高生が使

用し，生徒も使い方に慣れ，順調に運用できている． 
今後は本システムを継続的に活用し，蓄積された

学習履歴データに基づき，生徒のプログラミング学

習の向上度合いや CT(Computational Thinking)の育成

度合いを Learning Analytics 的アプローチで分析する

ことで，本システムの評価を行う． 
また当教室では，本システムに加え，オンライン

学習システムも存在する(2)．本システムは，対面授業

用として開発したため，今後は，両システムを統合

し，生徒のソースコードや成果物を蓄積でき，対面

とオンラインの両方で活用可能なシステムを目指す． 
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